
倉敷市議議会9月定例会が9月3日から10月日まで開

催され、周子は、市民の皆さんのお声を反映すべく、

今議会も登壇し質問に立ちました。

１、選挙に関して

①平成１７年６月議会から期日前投票所を商業施設

に設置してはと何度も質問しています。岡山市がイ

オンで期日前投票所を設置したが、倉敷市も、大学

設置を含め考えるべきではないか。

２、災害に強いまちづくり

①災害公営住宅に入りたい方全ての方が入居できる

のか②みなし仮設住宅の供与期間は２年間だが延長

できるように考えているのか ③昨年の検証結果は

でているが、今後の対応について

３．福祉避難所のあり方について

３、農業行政について

農業従事者が、安心して作付けができる環境整備を

するよう求めました。

４、障がい者にやさしいまちづくりについて

手話言語条例の制定と、聴覚障がい者に、災害時、

緊急時にすぐわかるスカーフの配布を

４項目に関して質問しました。

どの項目も、市民の皆さまのお声を反映すべく質問

に立ちました。

その中でも、災害公営住宅が不足する場合には、民

間の賃貸住宅を活用するとの答弁や、聴覚障がい者

の方にはスカーフが配布される意向が示されました。
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災害対策に関してのご意見をお聞かせ下さい。

≪菅生学区内の視察≫

≪真備町の視察≫

≪議会報告街頭演説≫

≪少年補導委員活動≫


